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１ 膵がんの早期発見に向けて           （３０分） 

 

日本人の２人に１人が、一生のうちに一度は、がんに罹るとされ

ています。近年では、がんの予防や早期発見へ検診の普及啓発が進

み、治療についても、放射線や抗がん剤といった薬物治療が広がり、

がん患者全体の生存率は改善しています。がんの部位別にみると、

およそ３分の２のがんで５年生存率が６０％を超えています。 

一方で、いまだに厳しい状況にあるのが、膵がん（膵臓がん）で

す。年間で約４万６千人が罹患し、約４万人が亡くなっています。

５年生存率も１０％程度と、他のがんと比べて圧倒的に低くなって

います。その背景には、自覚症状もないうえに、進行のスピードが

速く早期の状態での発見が難しいため、手遅れになるケースが多い

ことが挙げられています。また、簡単で精度の高い検査法が確立さ

れておらず、国の５大がん検診の対象にも含まれていません。 

 こうした中、広島県尾道市の地元医師会と中核病院が連携した早

期発見の取組「膵がん早期診断プロジェクト」が「尾道方式」とし

て各地に広がりつつあります。具体的には、 

・膵がんの家族歴や糖尿病など、危険因子を複数持つ人を対象に、

地域のクリニックで腹部エコー検査や血液検査などを行い、わずか

でも疑わしい人がいれば精密検査ができる中核病院に紹介する。 

 ・中核病院では、通院で行えるＣＴやＭＲＩ、超音波内視鏡など

を実施。さらに検査が必要とされたら、入院して精密検査を行う。 

 ・膵がんと診断された場合は適切な治療を行い、経過観察でも地

元クリニックと中核病院で連携しながら追跡する。 

といった取組を続けた結果、５年生存率は２０％を超え、全国平均

の２倍に伸びています。また、尾道市の特定健診では、４０歳以上

の方に対し、膵臓や腎臓などをみる「腹部エコー」のオプションも

組み込まれています。 

この尾道方式を参考にした取組は、広島県が令和４年から県内全

域に展開したほか、山梨県や横浜市などでも実施されており、全国

５０カ所以上に広がっているとのことです。中でも、大阪市北部エ

リアでは平成２５年から、６医師会と５中核施設の地域連携がスタ

ートし、５年生存率が８.３％から１８.４％へと向上しています。 
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本市の、膵がん早期発見への取組について、以下お伺いいたしま

す。 

 

（１）本市では、どのがんで亡くなられる方が多いのか 

（２）膵がんの特性や課題について 

（３）膵がん早期発見の取組「尾道方式」の評価について  

（４）本市の膵がんの情報提供・啓発の取組について 

 

 

２ 居住サポート住宅の取組について        （１５分） 

 

 改正「住宅セーフティネット法」が昨年 10 月に施行され、高齢

者や低所得者、障害者などの住宅確保要配慮者への賃貸住宅の供給

を促進するため、安否確認や見守り、生活相談、福祉サービスとの

連携など、入居後の生活支援を組み合わせて提供する「居住サポー

ト住宅」の認定制度が始まっています。 

居住サポート住宅供給システムの公表状況を見ますと、現在、全

国で２７０戸、埼玉県では１戸の認定にとどまっています。 

本市における居住サポート住宅の認定の現状と、現時点で見えて

いる課題についてお伺いいたします。 

 

（１）本市での「居住サポート住宅」認定の現状について 

（２）本市において、現時点で見えている課題について 
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